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最後に 

はじめに 

2 1 世紀は、 地球環境や地球気候の 激変、 テロや地域紛争、 人口の増大と 食糧危機、 

エネルギー危機、 高齢化少子化、 社会負担、 現場の過誤等広範囲なリスクが 予測され、 

その規模も大きく、 国際的なリスクマネジメントが 大きな課題となる。 このためには、 

リスクの内容別にその 原因を究明するとともに、 科学技術の新たな 展開と整合して、 計 

量化 ，可視化を行い、 リスクの構造や 意味を明確化し、 対策が体系化される 必要があ る。 

1. リスクの体系 

リスクは、 人間の社会活動が 活発になり、 科学的な知見が 拡大しているにも 拘らず 

リスクは、 広範囲に拡大し、 また複雑化していく。 

リスク体系 
●人間の社会活劫の 活発化や科学的な 膨大な知見に 伴い、 リスクは、 ます 
ます拡大し、 複雑化していく 傾向にあ る。 
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3. リスクの計量化・ 可視化の構造 

リスクの計量化・ 可視化は、 モデル及びシミュレーションの 作成が基本となる。 

その構造は、 リスクの発見とその 原因を計量化すべき 対象として確定する 事から始まり、 

プロバラム範囲を 確定して、 それぞれプロバラムとその 与件を設定することになる。 

しかし、 計量化・可視化の 限界もあ る。 さらに予測が 出来ても、 対策できる事項と 対策 

出来ない事項が 発生する。 

対策できないことは、 利害関係、 組織の壁、 公的対策の妥当性、 予算規模、 社会的な 

不便となる対策、 対策アイディアの 弱さ、 システムの不在 ( 技術課題 ) 、 コストの規模 

等リスク対策の 出来ない問題が 発生する。 また、 対策も事前対策、 事後対策、 最小限 

の 対策等解決手段の 完成度合いでも 異なる。 

リスク可視化モデル 

( キ - ワ - ドと 相互関係 ) 
●リスクを 計 Ⅰ化し・モチル 化し、 将来 予涛を 解明することで、 リスクを 克 
服 してきた。 
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@ 4 スク の計量化・可視化マネ 、 ジメント 

リスクの計量化・ 可視化のマネジメントは、 計量化・可視化されたシミュレーション 

を ツールとして 活用しながら、 リアルタイムに 対応する体系的な 仕組みであ る。 

しかし、 関連部門、 活用技術、 人的資源、 仕組み等の評価を 対応場面に応じて、 

判断し、 適確な指示をマネ 、 ジメントする 必要があ る。 

リスクの総合的なマイジメントは、 リアルタイム 情報の収集が、 可能にするかどうか 

で、 マネジメントレベルは 、 大きく異なる。 またリスク風土の 醸成が重要であ る。 

( 参考 ) リスク可視化モデルと 対策プロセス 

@  lJ スク の克史 l 旬 l 可技化 モテル と 対抗 l 目 l リスク材本 提力 向上 l 
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